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1.はじめに 

 近年,シールド工法の多様化の中で,シールド

延長内の一部分を本線より拡幅させるニーズが

多くなっていることから非開削により掘削断面

を変化させることが可能なシールド工法の開発

が求められている. 

そこで,非開削で地下空間を構築する技術の

１つに部分拡幅工法（VASARA シールド工法）が

ある.VASARA シールド工法には前稿のその１に

述べたVASARA-S工法とマシンテールは円形のま

までセグメントを押し出して拡幅断面を形成す

るセグメント拡幅工法（以下 VASARA-L 工法とい

う）がある. 

本報告では後者の VASARA-L 工法の特徴と施工手順,セグメントの試設計について紹介する. 

 

2.VASARA-L 工法の特徴 

 VASARA-L 工法とは,円形のシールド機が拡幅

部にマシンが到達すると地山を掘削（余掘り）

し拡幅させる空間を形成し,その部分に特殊な

充填材を充填して地山の崩壊を防止しつつ,マ

シンテール内では一般部と同様に外観が円形形

状の拡幅機構を有したセグメント（以下拡幅セ

グメントと呼ぶ）を組み立て,テールを抜けた後

で拡幅セグメントを順次外側に押し出し拡幅部

分を形成する工法である.拡幅セグメントはヒ

ンジ部（ピースに回転機構を有しスライドの基

点となるピース）＋摺動部（止水性を保持しな

がらスライドするピース）＋妻板部（隣接リン

グとの止水板,施工時荷重の補強部材）などから

構成される.拡幅の方法には拡幅量を前後のリ 

ングとシール部分をラップするようにして段階

的に拡幅する順次拡幅工法（主に拡幅量が大き

い大口径セグメント）と 5～20 リングをまとめて一気に拡幅する一括拡幅工法（主に中小口径セグメント）

がある. 
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以下に VASARA-L 工法の特徴を示す. 

(1) 全線を拡幅部最大断面に合わせて大断面にする必要がない. 

(2) 拡幅量を段階的に増減できるので,一般部から拡幅部のすり付け区間など必要に応じた無駄のない断

面の構築が可能である. 

(3) 拡幅量が小さい場合は一括で拡幅させることが可能である. 

(4) シールド延長上にマシン入れ替え用の立坑が必要なく,何回でも拡幅部の構築が可能である. 

(5) 本線部のセグメントを非円形形状にする必要がなく合理的な覆工の選択が可能である. 

(6) 拡幅は必要拡幅形状に応じて片側のみ或いは両側のいずれかを選択することが可能である. 

(7) 拡幅セグメントの可動部には特殊シール材

を用いて,拡幅前,拡幅（可動）時および拡幅

後（長期）の高い止水性を確保している. 

 

3. VASARA-L 工法の拡幅施工手順 

図３に片側のみの拡幅で,拡幅量を漸増・漸減さ

せる場合の拡幅施工手順例を示す.この例では一

般部と同様に円形形状で組み立てた拡幅セグメン

トに補強材を配置して一次拡幅を行い拡幅量に見

合う摺動部追加ピースを取り付けていく３段階の

手順で拡幅した場合を示す. 

拡幅終了時には可動部のリング間継手,ヒンジ

部,摺動部はボルトで締結される.補強材など拡幅

に必要な設備は転用する. 

 

 

4. 拡幅セグメントの試設計 

拡幅セグメント設計では,複数リング（最大４リング）のはりばね解析により設計を実施している.その
一例を図４に示す. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 拡幅セグメント試設計 
5. 今後の予定 

  本報告書の後にＶＡＳＡＲＡ－Ｌ工法の実証実験について述べられているが，ＶＡＳＡＲＡ－Ｌ工法の

実用化の目処をつけ，実施段階をむかえた． 

━荷重モデル図━ 

━リング解析モデル図━ ━曲げモーメント図━ ━軸力図━ 

解析対象区間

シールドマシン

一　般　部拡　幅　部

完

成

系

①

一般部 拡幅部 一般部

拡幅セグメント・補強材をテール内で一

括組立

②

③

④

⑤

拡幅セグメント組立と平行して一次拡

幅・摺動部追加ピース取付

一次拡幅が３リング以上終了後

二次拡幅・摺動部追加ピース取付

ニ次拡幅が３リング以上終了後

三次拡幅・摺動部追加ピース取

付以降,ステップ②～④繰り返し

全拡幅セグメント摺動作業終了・ヒンジ

部･摺動部固定・補強材撤去

組　立

一次拡幅

二次拡幅

三次拡幅

補強材撤去

断面図

補強材

追加ピース

縦断図（上方より望む）

図３ 順次拡幅施工ステップ図 

土木学会第58回年次学術講演会（平成15年9月）

-210-

VI-105


